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被爆体験の語り継ぎを
決算特別委で、のの山区議

北区原爆被爆者の会

双友会とは？

双友会の記念誌「あの日、あの時、そして今」第2集・第3集

被爆80周年　広島・長崎での

19
日
の
決
算
特
別
委
員
会
・

総
務
費
の
質
疑
で
、
被
爆
80
周

年
を
迎
え
る
今
年
、
北
区
と
し

て
広
島
・
長
崎
で
の
被
爆
体
験

を
後
世
に
語
り
継
ぐ
運
動
に
取

り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

北
区
の
被
爆
者
運
動

に
光
を
あ
て
て

北
区
で
は
、
広
島
・
長
崎

で
原
爆
の
被
害
に
遭
っ
た
被
爆

者
が
北
区
原
爆
被
爆
者
の
会
・

双
友
会
を
結
成
し
、
長
年
に
わ

た
っ
て
被
爆
の
実
相
を
伝
え
、

核
兵
器
廃
絶
、
被
爆
者
援
護

を
求
め
て
運
動
を
積
み
重
ね
て

議
ら
多
数
が
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

資
料
を
保
存
・
活
用
し

被
爆
体
験
の
継
承
を

党
区
議
団
は
代
表
質
問
や

決
算
特
別
委
員
会
で
3
冊
の
記

念
誌
や
定
期
総
会
議
案
、「
双

友
会
だ
よ
り
」
な
ど
の
資
料
を

区
と
し
て
保
存
し
、
平
和
祈
念

週
間
の
展
示
で
紹
介
す
る
な
ど

被
爆
体
験
継
承
の
取
り
組
み
推

進
を
要
請
し
ま
し
た
が
、区
は
、

「
保
存
は
考
え
て
い
な
い
」
な

ど
と
消
極
的
な
姿
勢
に
終
始
し

ま
し
た
。（
の
の
山
け
ん
）

き
ま
し
た
。

同
会
結
成
30
周
年
の
年

（
１
９
８
８
年
）
に
は
、

被
爆
者
の
証
言
を
収
め

た
記
念
誌
「
あ
の
日
、
あ

の
時
、
そ
し
て
今
」
を
発

刊
、
以
後
、
40
周
年
に
第

2
集
、
50
周
年
に
第
3
集

を
発
刊
し
ま
し
た
。
50
周

年
を
迎
え
た
08
年
に
開
催

し
た
記
念
式
典
に
は
、
当

時
の
花
川
與
惣
太
区
長
や

国
会
議
員
、
都
議
、
区

広島・長崎で原爆被害を受け、
その後北区に移り住んだ被爆者
のみなさんが 1958 年 11 月に
結成。1990 年代末には160 人
を超える会員数を擁し、約 50
年にわたって核兵器廃絶、被爆
者援護などの活動を精力的に繰
り広げてきました。
会員の高齢化などから2011
年に活動休止に至っています
が、被爆の実相を伝える数々の
貴重な資料を残しています。



【1】計画地の現況及び敷地概要

仮称桐ケ丘区民センター新築基本設計 計画概要説明 2

〇所在地
東京都北区桐ケ丘1丁目1045番1の一部ほか(地名地番)
交通機関：JR京浜東北線「赤羽」駅徒歩17分

〇敷地面積
2,500㎡

〇敷地周辺状況
北側：都営住宅・保育園
東側：公園
南側：都営住宅
西側：民間事業用地

〇接道状況
北側：団地内通路14号

(東京都にて令和7年度整備工事予定)
東側：歩道橋

区道北1927号 幅員6ｍ(将来歩行者専用道)に
高低差〜2ｍ程度の擁壁を介しており、
区道には接していない。

南側：都道445号幅員20ｍ

〇法的規制
都市計画：都市計画区域内、市街化区域内
用途地域：第二種住居地域
建ぺい率：60％
容積率：200％

防火地域：準防火地域
高度地区：第二種高度地区
日影規制：5ｍライン規制値4時間/10ｍライン規制値2.5時間

(団地内通路14号の中心線より北側：
5ｍライン規制値3時間/10ｍライン規制値2時間)
測定水平面4ｍ

地区計画：桐ケ丘一・二丁目地区地区計画

N
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外観イメージ図

R07  仮称桐ケ丘区民センター新築工事計画図 9/12

民間事業用地
（商業施設等）

太陽光発電設備(約5.5kW)の設置に
よる自然エネルギーの活用

屋上緑化による
熱負荷の低減

民間事業用地と一体利用可能な
オープンスペース

民間事業用地と統一感のある
緑地整備

民間事業用地と連続した公開空地
の整備

※外観の色彩計画等については、隣接する民間事業用地（商業施設等）や関係する行政機関と協議のうえ決定します。
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なでしこ小学校
別棟校舎増築工事

行政手続き電子申請

LoGoフォームの
作成は委託では
なく職員の手で

桐ヶ丘区民センター

北区議会第3回定例会　 企画総務委員会での質疑より

近隣に急増するマンション建設などによって、なでしこ小
学校の教室不足が深刻になっています。区ではすでに、学
童クラブの一部を校外に移すなど対策を取っていますが、
来年度以降も児童数増加が見込まれるため、校庭に別棟校
舎を増築する工事に着手（2027 年 3月に完成予定）、今
議会で工事請負契約が可決となりました。
別棟は地上 3階建て、8つの普通教室と、2つの多目的

ルームが整備されます。増築工事により運動場が狭くなり
ますが、別棟校舎の屋上は、小さな運動場としても活用で
きるスペースとなる予定です。

2028 年に完成予定の仮称
桐ヶ丘区民センターの新築計
画図（ブロックプラン）が公
表に。民間の大型商業施設と
隣接し、ふれあい館、図書館、
地域振興室、高齢者あんしん
センターを併設した新たな地
域拠点として、地元住民の期
待が高まっています。

山田区長は 7つの政策の第 1に「行
財政改革」を掲げ、今年度からの 3年間
で、ノーコード電子申請システム（LoGo
フォーム）を活用した100% 電子申請化
の業務を民間事業者に委託するとしてい
ます。しかし、LoGoフォームは、職員
がプログラミング知識なしに申請フォー
ムを簡単に作成・管理できるツールで内
製化（自作）が基本、「行革」を進める
といいながら委託料でコスト増となるの
は本末転倒です。職員のスキル向上と経
費縮減の観点から、委託に頼らずフォー
ムを自力で作成するよう求めました。
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完完成成予予想想図図

案案内内図図  

 

配配置置図図  

 

 

既存校舎 

改修範囲 

：別棟校舎増築 

 

第74号議案　参考資料2

ブロックプランを公表


